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内容： 
 ペットボトル、包装フィルムなどプラスチック製品は単に成形した
だけで最終製品になることは希である。成形後、接合、切断、切削
など複数の工程を経て製品は完成する。そのため成形後の加工
技術は非常に重要である。しかしそれらの加工技術はこれまで経
験とノウハウに支えられてきたものが非常に多い。 
 特に接合技術は部材の大きさ、厚さにかかわらず要求頻度の高
い重要な技術である。その適用範囲は広く、同種高分子から、異
種、異材料の接合にまで及ぶ。しかし、現実には熱接合特性にポ
リエチレン等優れた高分子材料がある一方、ポリエステルは熱接
合特性に劣る。逆にポリエステルは超音波接合による接合特性に
優れている。これらの理由とメカニズムは実際のところ明らかに報
告されていないのが現実である。それはメカニズムが全く異なるか
らである。 
 このメカニズムの違いを正確に理解することによりこれまで不可
能とされてきた接合技術を提案することが可能となる。例えば、そ
のプロセスを正確に制御することにより、ポリエステルフィルムを熱
接合することも可能となる。このように各種高分子とその接合技術
のメカニズム解明と新規接合技術の開発に取り組んでいる。 
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